
土 【使い方】１.黄色のセルに適宜入力。セルF4は農薬の作成量 ２.実施する箇所へ□(しかく)を入力する
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肥料 バラ肥料(元肥) 地 5-7握り 1 □

鉢 2握り 1 □

バラ肥料(追肥) 地 2握り 6 □ □ □ □ □ □

鉢 1握り 6 □ □ □ □ □ □

IB化成(追肥) 地 20-30粒 5 □ □ □ □ □

鉢 10-15粒 5 □ □ □ □ □

ようりん 地 大さじ1 3 □ □ □

鉢 小さじ1/2 3 □ □ □

0

0

0

殺菌 ダコニール 有機塩素 1000 3ml 6 5 □ □ □ □ □

サプロール乳剤 EBI系 1000 3ml 5 3 □ □ □

サルバトーレME EBI系 3000 1ml 7 3 □ □ □

ベンレート水和剤 ベンゾイミダゾール系 3000 1ml 6 6 □ □ □ □ □ □

サンヨール 有機銅剤 500 6ml 8 4 □ □ □ □

0

0

0

殺虫 マラソン乳剤 有機リン系 2000 1.5ml 6 3 □ □ □

ベニカS乳剤 300ml ピレスロイド系 200 15ml 6 6 □ □ □ □ □ □

ベニカX乳剤 ピレスロイド系 500 6ml 6 1 □

スミチオン乳剤 有機リン系 1000 3ml 6 4 □ □ □ □

0

0

粒剤 オルトランDX粒剤
1株2g(小さじ1/2)

クロチアニジン
4 0

ベニカXガード粒剤
1株10g(小さじ2)

クロチアニジン
4 4 □ □ □ □

GFオルトラン粒剤
1株3-6g(小さじ1)

アセフェート
1 0

0

ダニ コロマイト乳剤 マクロライド系ミルベメクチン 2000 1.5ml 2 2 □ □

ダニ太郎 ビフェナゼート 1000 3ml 1 1 □

0

0

【数式について】 【メモ】

セルが灰色になっている部分は自動計算します。 夏の消毒は休止する

農薬は希釈倍率とセルF4の作成量を入力しておくと農薬の使用量を自動計算します。 ハダニは発生状況に応じて対処。夏は葉水を実施

また回数(H列)は□の個数をカウントしています。農薬については使用回数上限(G列)を超えると回数欄が赤色になります。 小さじ1＝5g／大さじ1＝15g

肥料(追肥)は有機系の肥料とIB化成肥料を1ヶ月おきに施肥する。ようりんは適宜施肥。
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